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手当を支給します
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障
が
い
の
状
況
に
よ
り

手
当
を
支
給
し
ま
す

※
障
が
い
の
程
度
は
お
お
む
ね
上
記

の
と
お
り
で
す
が
、
身
体
障
害
者

手
帳
ま
た
は
療
育
手
帳
を
お
持
ち

で
な
い
か
た
も
、
上
記
と
同
程
度

（
国
民
年
金
の
障
が
い
等
級
に
お

け
る
１・
２
級
と
同
じ
）
と
診
断

さ
れ
れ
ば
該
当
と
な
り
ま
す
。

※
障
が
い
が
重
複
す
る
場
合
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
障
が
い
程
度
を
総
合
的

に
確
認
し
、
手
当
の
等
級
が
認
定

さ
れ
ま
す
。身
体
の
機
能
障
が
い
、

病
状
ま
た
は
精
神
障
が
い
で
そ
れ

ぞ
れ
単
独
の
診
断
書
で
受
理
し
て

も
等
級
の
認
定
に
影
響
が
な
い
場

合
に
は
、
単
独
の
障
が
い
で
の
申

請
と
な
り
ま
す
。

受
給
資
格
に
該
当
し
な
い
場
合

◦�

児
童
お
よ
び
支
給
対
象
者
が
日
本
国
内

に
住
ん
で
い
な
い
場
合

◦�

児
童
が
障
が
い
に
よ
る
公
的
年
金
を
受

給
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合

◦�

児
童
が
児
童
福
祉
施
設
な
ど
（
母
子
生

活
支
援
施
設・保
育
所（
園
）・通
園
施
設

を
除
く
）
に
入
所
し
て
い
る
場
合

　

身
体
、知
的
ま
た
は
精
神
に
障
が
い
の

あ
る
20
歳
未
満
の
か
た
を
家
庭
で
監
護
し

て
い
る
、
父
、
母
ま
た
は
養
育
者

※�

手
当
に
は
、障
が
い
の
程
度
に
よ
り
１
級
、

２
級
が
あ
り
ま
す
。
該
当
と
な
る
障
が
い

の
程
度
は
上
記
の
と
お
り
で
す
。

支
給
対
象
者

問 �社会福祉課障がい者支援Ｇ
☎ 029‐298‐1111

市役所（本庁）社会福祉課

申請場所

請求者や配偶者および扶
養義務者の所得が、所定
の限度額を超えている場
合は、手当を受給するこ
とができません。

所得による支給制限
があります

❖�

認
定
請
求
書

❖�

診
断
書

❖�

振
込
先
口
座
申
出
書

　
（
請
求
者
名
義
の
口
座
）

◦
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
分
か
る
も
の

◦�

請
求
者
と
対
象
児
童
の
戸
籍
謄
本

◦
通
帳（
請
求
者
名
義
の
も
の
）

※�

❖
マ
ー
ク
の
も
の
は
、
所
定
の
様
式
が
社

会
福
祉
課
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

※�

障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
か
た
は
、
写
し

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

❖
診
断
書
に
つ
い
て

　
次
の
場
合
は
、手
帳
の
写
し
を
添
付

す
る
こ
と
に
よ
り
省
略
可
能
で
す
。

◦
療
育
手
帳
の
判
定
が
Ⓐ・Ａ
の
場
合

◦
身
体
障
害
者
手
帳
（
内
部
障
が
い

を
除
く
）
の
等
級
が
１
級
か
ら
お

お
む
ね
３
級
の
場
合
（
複
数
障
が

い
が
あ
る
場
合
は
、障
が
い
ご
と
）

申
請
時
の
必
要
書
類

該
当
と
な
る
障
が
い
の
程
度

１級

◦
身
体
障
害
者
手
帳
の
等
級
が
お
お
む

ね
１・
２
級（
内
部
的
疾
患
含
む
）で
あ

る
場
合

◦
療
育
手
帳
の
判
定
が
Ⓐ
・
Ａ
の
知
的

障
が
い
で
あ
る
場
合
、
ま
た
は
精
神

障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
が
お
お
む
ね

１
級
で
あ
る
場
合

２級

◦
身
体
障
害
者
手
帳
の
等
級
が
お
お
む

ね
３
級（
内
部
的
疾
患
含
む
）で
あ
る

場
合

◦�

療
育
手
帳
の
判
定
が
お
お
む
ね
Ｂ
の

知
的
障
が
い
で
あ
る
場
合
、
ま
た
は

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
が
お
お

む
ね
２
級
で
あ
る
場
合

支給月
（支払対象月）

　
４
月（
12
月
分
～
３
月
分
）

　
８
月（
４
月
分
～
７
月
分
）

　
11
月（
８
月
分
～
11
月
分
）

手当月額

児
童
１
人
に
つ
き

１
級
…
…
５
万
６
８
０
０
円

２
級
…
…
３
万
７
８
３
０
円

▪
特
別
児
童
扶
養
手
当

※�詳細は、市ホームページ
をご確認ください。

児
童
扶
養
手
当
・
児
童
手
当
・
障
害
児
福
祉
手
当
と
併
給
可
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▪
特
別
障
害
者
手
当
、
障
害
児
福
祉
手
当

※�

❖
マ
ー
ク
の
も
の
は
、
所
定
の
様
式
が
社
会

福
祉
課
で
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

申
請
時
の
必
要
書
類

◦
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
分
か
る
も
の

◦
認
定
申
請
書　
　
◦
状
況
書

◦�

口
座
振
込
依
頼
書

　
（
請
求
者
名
義
の
口
座
）

◦�

通
帳（
請
求
者
名
義
の
も
の
）

※�

申
請
に
必
要
な
様
式
は
、
社
会
福
祉
課
で

取
得
で
き
ま
す
。

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
、
20
歳
未

満
の
在
宅
の
か
た
と
同
居
し
、
養
育
し
て

い
る
保
護
者
（
原
則
同
一
世
帯
）

該
当
す
る
主
な
障
が
い

◦�

身
体
障
害
者
手
帳
の
等
級
が
１
～
３
級

ま
た
は
下
肢
障
が
い
の
個
別
等
級
４
級

◦�

療
育
手
帳
の
判
定
が
お
お
む
ね
Ⓐ・Ａ・

Ｂ
の
知
的
障
が
い
、ま
た
は
精
神
障
が
い

�

在
宅
心
身
障
害
児
福
祉
手
当
の

主
な
支
給
対
象
者

▪
在
宅
心
身
障
害
者（
児
）福
祉
手
当

�

在
宅
心
身
障
害
者
福
祉
手
当
の

支
給
対
象
者

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
、
20
歳
以

上
の
在
宅
の
か
た
と
同
居
し
、
日
常
生
活

に
お
い
て
常
時
介
護
し
て
い
る
保
護
者

（
原
則
同
一
世
帯
）

◦��

身
体
障
害
者
手
帳
１・
２
級
か
つ
、
常

時
介
護
が
必
要
な
状
態
の
か
た

◦
療
育
手
帳
Ⓐ
・
Ａ
の
か
た

◦
要
介
護
度
４
・
５
の
か
た

所得状況届・
現況調査表などの
提出が必要です

◦�特別児童扶養手当を受
給しているかた（支給
停止のかたも含む）は、
所得状況届を提出する
必要があります。

◦�特別障害者手当・障害
児福祉手当・在宅心身
障害者（児）福祉手当を
受給しているかた（支給
停止中のかたも含む）は、
現況調査表などを提出
する必要があります。

※�いずれの場合も、８月分
以降１年間の手当支給の
可否が決定されますの
で、社会福祉課から案内
が届きましたら期限内に
必ずご提出ください。

申
請
時
の
必
要
書
類

❖�

認
定
請
求
書

❖�

所
得
状
況
届

❖�
診
断
書

◦
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
分
か
る
も
の

◦�
戸
籍
謄
本（
障
が
い
者（
児
）本
人
の
も
の
）

◦�

年
金
を
受
け
て
い
る
か
た
は
年
金
証
書
ま

た
は
額
改
定
通
知
の
写
し

◦�

口
座
振
込
依
頼
書

　
（
障
が
い
者（
児
）本
人
名
義
の
口
座
）

◦�

通
帳（
障
が
い
者（
児
）本
人
名
義
の
も
の
）

障
害
児
福
祉
手
当
の
支
給
対
象
者

　
身
体
、
知
的
ま
た
は
精
神
に
重
度
の
障

が
い
が
あ
る
た
め
、
日
常
生
活
に
お
い
て

常
時
介
護
を
必
要
と
す
る
20
歳
未
満
の
在

宅
の
か
た

受
給
資
格
に
該
当
し
な
い
場
合

◦�

児
童
福
祉
施
設
な
ど
に
入
所
し
て
い
る

場
合

◦�

障
が
い
を
事
由
と
す
る
公
的
年
金
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
場
合

受
給
資
格
に
該
当
し
な
い
場
合

◦�

障
害
者
支
援
施
設
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム

な
ど
に
入
所
し
て
い
る
場
合

◦�

病
院
ま
た
は
診
療
所
に
継
続
し
て
３
か

月
を
超
え
て
入
院
し
て
い
る
場
合

　
身
体
、
知
的
ま
た
は
精
神
に
著
し
く
重

度
の
障
が
い
が
あ
る
た
め
、
日
常
生
活
に

お
い
て
常
時
特
別
の
介
護
を
必
要
と
す
る

20
歳
以
上
の
在
宅
の
か
た

特
別
障
害
者
手
当
の
支
給
対
象
者

支給月
（支払対象月）

手当月額

２
月（
11
月
分
～
１
月
分
）

５
月（
２
月
分
～
４
月
分
）

８
月（
５
月
分
～
７
月
分
）

11
月（
８
月
分
～
10
月
分
）

特
別
障
害
者
手
当

　
…
…
２
万
９
５
９
０
円

障
害
児
福
祉
手
当

　
…
…
１
万
６
１
０
０
円

支給月
（支払対象月）

４
月（
12
月
分
～
３
月
分
）

８
月（
４
月
分
～
７
月
分
）

12
月（
８
月
分
～
11
月
分
）

手当月額

３
０
０
０
円

※�

該
当
す
る
障
が
い
の
程
度
に
つ
い
て
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

7 月 11日号3



問 �市民協働課市民活動Ｇ　☎ 029‐298‐1111

自治会の
正副自治会長を紹介します！

　市内 68の自治会では、市民の最も身近な地域コミュニティである班
（組合）という単位を通じて、地域の皆さんとの交流や親睦

ぼく
を深める活動、

地域のさまざまな情報の回覧や広報紙の配布、防災・防犯や環境美化な
どの活動を行っています。
　自治会長は地域の代表として、皆さんからの行政に対する要望を取り
まとめるとともに、自治会役員などと協力し、地域における課題の解決
に取り組んでいます。また、自治会だけでは解決できない課題について
行政と協議を行うなど、行政との重要なパイプ役を担っています。

地区 自治会名 自治会長 副自治会長

菅
谷

鷺内 大 森 政 一
綿 引 孝 光

佐 川 光 男

東組 飛 田 裕 二
唐 田 勝 弘

宮 田 久 男

寄居 木戸田　　　守 市 毛 昭 久

仲之内 勝 村 康 志 岡 田 義 夫

堀之内 大和田　淑　夫 小松﨑　裕　之

下宿下 横須賀　　　猛 後 藤 忠 則

下宿上 横須賀　　　博 平 野 道 夫

菅谷中宿 原 田 陽 子
柏 村 一 彦

袴 塚 雅 彦

上宿第１ 小 宅 清 史 選考中

上宿第２ 藤 咲 豊 久 飛 田 和 則

上宿第３ 石 川　　 透 南　　 典 子

一の関 鯉 渕 節 夫 加 藤 裕 一

原福田 高 橋 良 一 川 又 利 夫

仲福田 遠 藤 安 栄 吉 原 幸 子

下福田 鈴 木　　 聡 鈴 木 将 浩

かしま台 金 田 正 美 切 替 賢 二

ときわ台 大 野　　 進 武 田 正 也

地区 自治会名 自治会長 副自治会長

神
崎

本米崎 大 部 公 男 佐 川 勇 一

向山 小 澤 喜 一 小田倉　誠　美

横堀 野 上 隆 男 山 﨑 利 一

堤 澤 畑 和 好 住 谷　　 繁

杉 大　森　憲一郎 大 森　　 隆

額
田

額田第一 助 川 和 弘 関　　 正 一

額田第二 宇 野 秀 雄 大 高 正 一

額田第三 檜 山　　 隆 選考中

額田第四 川 又 誠 二 白 土　　 淳

額田第五 矢 島 昌 明 大 内 清 隆

額田第六 住 谷 邦 夫 戸 祭 正 彦

※�令和７年６月 30日現在、順不同・敬称略

小
学校

での挨拶運
動
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地区 自治会名 自治会長 副自治会長

木
崎

鹿島 箕 川　　 覚 中 崎 和 久

白河内 綿 引 文 男 勝 山　　 栄

門部台 小田倉　一　郎 勝 山 保 夫

門部圷 田 口 靖 夫 中井川　欣　也

下河原 勝 山 信 茂 勝 山 博 一

北酒出 小 林　　 毅 内 田 和 幸

内宿 桐 原 悦 男 稲 田 美 昭

新宿 黒 澤 義 弘 佐　藤　三千男

瓜
連

静 塙　　 直 喜 鈴 木　　 信

下大賀 菊 池 正 明 寺 門 時 雄

瓜連上 大和田　　　一 大 内 弘 之

瓜連中 栗 原 裕 一 吉 澤 雅 夫

瓜連下 萩野谷　静　子 大 竹 定 一

古徳 寺　門　眞喜男 岩 上 昌 純

中里 安 島 英 典 鈴 木 廣 行

鹿島 岩 間 光 弘 樫 村 榮 次

平野第１ 石 井 義 光 菊 池 寿 徳

平野第２ 目 黒　　 嵩 佐 藤 洋 一

平野第３ 関 根 芳 則 綿 引 正 美

地区 自治会名 自治会長 副自治会長

五
台

野仲 山 田 正 巳 奥 山 雅 和

上宿 綿 引 幸 弘 志 村 三 雄

後台中宿 石 川 一 哉 山 田 光 文

田向 柳 橋 和 美 選考中

後台第三 清 水 賢 一 小松﨑　徳　隆

中台第一 橋 本　　 勝 後 藤 弘 己

中台なみき 石 川 安 三 薄 井 昭 一

中台津田 小野﨑　敏　雄 平 塚 誠 一

東木倉 後 藤　　 公 中 川　　 守

西木倉 関　　 正 行 山 田 晋 一

豊喰 宮 崎 康 徳 上 金 浩 幸

戸
多

下江戸 秋 山 春 男 秋 山 正 孝

大内 根 本 泰 之 数　澤　せつ子

田崎 綿 引　　 勇 冨 山　　 宏

立石 栁 橋　　 茂 柳 橋 勝 美

宿 小 泉 正 之 寺 山 修 一

若宮 小 林　　 剛 助 川 智 夫

中谷原 田 中　　 忠 柳 田 隆 則

芳
野

飯田 仲 田 和 夫 仲 田 義 明

鴻巣 高 畑 啓 治
小　澤　ますみ

宮 本 俊 美

戸崎 小　林　多喜夫 髙 畑 大 一

自治会主催
のイベント

自治会についてはこちらをご覧ください

7 月 11日号5



※�令和７年６月 30日現在、順不同・敬称略

　地区まちづくり委員会は市内８地区に設置しており、地区内の自治会や
市民活動団体などで構成されています。
　地区まちづくり委員会では、構成団体間の交流や情報交換、地区内におけ
るまちづくりの共通目標の設定や共通課題の解決、行政要望の取りまとめ
などを行っています。

問 �市民協働課市民活動Ｇ　☎ 029‐298‐1111

地区まちづくり委員会の
正副委員長を紹介します！

五台地区
まちづくり委員会
後台 1491‐43

（ふれあいセンターごだい内）
☎ 029‐353‐2666
FAX 029‐353‐2667

委員長 副委員長

海野　孝一 橋本　勝

瓜連地区
まちづくり委員会

古徳 371
（総合センターらぽーる内）
☎ 029‐296‐1134
FAX 029‐296‐3934

委員長 副委員長

先﨑　武 安島　英典

神崎地区
まちづくり委員会

横堀 1526‐1
（ふれあいセンターよこぼり内）

☎ 029‐270‐8008
FAX 029‐270‐8008

委員長 副委員長

黒澤　憲昭 野上　隆男
大部　公男

額田地区
まちづくり委員会
額田南郷 31‐2

（額田地区交流センター内）
☎ 029‐295‐6110
FAX 029‐295‐6110

委員長 副委員長

佐々木　誠 戸祭　守男

菅谷地区
まちづくり委員会

菅谷 2955‐1
（ふれあいセンターすがや内）

☎ 029‐295‐7175
FAX 029‐229‐0832

委員長 副委員長

平野　道代 野田　敏之
寺門　喜勝

戸多地区
まちづくり委員会

戸 2297
（戸多地区交流センター内）
☎ 029‐297‐0877
FAX 029‐297‐0877

委員長 副委員長

根本　泰之 田中　忠

芳野地区
まちづくり委員会

飯田 307‐1
（ふれあいセンターよしの内）

☎ 029‐295‐2673
FAX 029‐295‐2819

委員長 副委員長

里口　邦夫
仲田　和 夫
高畑　啓 治
小林　多喜夫

木崎地区
まちづくり委員会

門部 2899‐1
（木崎地区交流センター内）
☎ 029‐298‐0767
FAX 029‐298‐0767

委員長 副委員長

戸室　房雄 勝山　信茂

地区まちづくり委員会主催イベン
ト

6



7 月 11日号7

「道の駅」
那珂市の未来をつくる

問道の駅整備課　☎ 029‐298‐1111

▶今後も道の駅の情報をお伝えしていきます！

基本設計の
舞台裏

令和 10年秋の開業を目指して進む道の駅整備。地域のランドマー
クとなる施設の設計を手がけるのは、現代建築と自然との調和をテー
マとした建築設計を行うことで知られ、国内外から高い評価を受けて
いる建築家・建築史家の藤森照信氏。
人の流れ、風景との調和、そして
地域の誇りを形にするために―。
まちの未来を形にする、新たな拠
点が動き出しています。

水戸は何度も訪れているが、その先の那珂は初めてだった。那珂川
と久慈川という名高い川に両側を削られた大地の上に広がる田園地帯
を午前から案内していただき、夕刻、道の駅の予定地に至り、印象深
い光景に出会う。山の見えない平原に夕陽が沈もうとしていた。太陽
が、東の太平洋の水平線から出て、西の地平線に入る。まさに「日の
立つ国」。
この平坦な地を高速道路で訪れる人がすぐ目に入るように、小さな
南向きの山を建築で作ろう。その東から日が出、正面を照らし、西へ
と入る。
こうして正面の姿は決まった。
正面の背後に広がる平面はどう展開すればいいか。構造体は太陽が
育ててくれた木を使おう。環境上もいいと言われ始めているし。構造
体の外側には焼杉を張り、内側には漆喰を塗ろう。焼杉の黒と漆喰の
白は、意外と周辺の視覚的自然環境を壊さずに済む。パンダ効果。
回りを回廊でつなげば、分棟化した大きな全体が一つのまとまりを
持ち、かつ、中庭は、子どもたちの遊びの場や、地域の人たちの集まりに
も活用できよう。
かくして、外観と全体の配置が導かれた。

デザインに込められた思い
昭和21年、長野県に生まれ育ち、東

北大学で建築を、東京大学大学院で建築
史を学ぶ。東京大学教授として日本近代
建築史を研究し、「明治の東京計画」「日
本の近代建築　上・下」（岩波書店）、「建
築探偵の冒険」（筑摩書房）、「丹下健三」
（新建築社）などを出版する。
現在、東京都江戸東京博物館館長、

東京大学名誉教授、工学院大学特任教授。

藤森 照信氏

代表作

ラコリーナ近江八幡　草屋根

藤森氏の思いが込められた、デザインスケッチ
多治見市　モザイクタイルミュージアム



法
律
相
談

日
時
▼
９
月
９
日
㈫
午
後
１
時
～
５
時

　
　
　
９
月
30
日
㈫
午
後
１
時
～
４
時

場
所
▼
市
役
所（
本
庁
）１
階
相
談
室

対
象
者
▼
市
内
に
住
所
を
有
す
る
か
た

相
談
方
法
▼
電
話
ま
た
は
面
談
（
申
込
時

に
お
選
び
く
だ
さ
い
）

相
談
員
▼
弁
護
士　

費
用
▼
無
料
（
相
談
１
回
30
分
）

申
込
方
法
▼
窓
口
受
付
、電
話
（
要
予
約
）

申
込
開
始
日
▼
８
月
６
日
㈬

※
同
じ
事
案
の
相
談
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

�　
　
市
民
相
談
室

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１

問
�申行

政
書
士
相
談

日
時
▼
９
月
17
日
㈬
午
後
１
時
～
４
時

場
所
▼
市
役
所（
本
庁
）１
階
相
談
室

対
象
者
▼
市
内
に
住
所
を
有
す
る
か
た

相
談
内
容
▼
遺
言
、
相
続
や
契
約
、
許
認

可
申
請
な
ど
、
各
種
手
続
き
に
つ
い
て

相
談
員
▼
行
政
書
士

費
用
▼
無
料
（
相
談
１
回
30
分
）

申
込
方
法
▼
窓
口
受
付
、電
話
（
要
予
約
）

申
込
開
始
日
▼
８
月
６
日
㈬

�申
問
市
民
相
談
室

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
臨
時
相
談
窓
口

日
時
▼�

８
月
29
日
㈮

午
前
10
時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
４
時

場
所
▼
市
役
所（
本
庁
）２
０
２
会
議
室

対
象
者
▼
児
童
扶
養
手
当
受
給
者

問
こ
ど
も
課
子
育
て
支
援
Ｇ

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
水
戸
専
門
相
談
部
門

☎
０
２
９
‐
２
３
１
‐
６
２
２
１

※
音
声
案
内
に
従
い「
４
３
＃
」を
選
択

不
妊
専
門
相
談

日
時
▼

◦
第
１・４
日
曜
日　
午
後
２
時
～
５
時

◦
第
２・３
木
曜
日　
午
後
５
時
30
分
～
８

時
30
分

場
所
▼
県
三
の
丸
庁
舎
（
水
戸
市
三
の
丸

１
‐
５
‐
38
）　

相
談
員
▼
産
婦
人
科
・
泌
尿
器
科
医
師
、

助
産
師
、
不
妊
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

※
相
談
日
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

費
用
▼
無
料　

申
込
方
法
▼
電
話

予
約
電
話
番
号
▼

☎
０
９
０
‐
２
２
８
２
‐
７
３
８
８

※
平
日　
午
前
９
時
～
午
後
３
時

電
話
相
談

日
時
▼
第
４
木
曜
日　
午
後
１
時
～
４
時

相
談
電
話
番
号
▼
（
予
約
不
要
）

☎
０
８
０
‐
１
０
４
４
‐
４
０
６
４

※
相
談
は
１
人
30
分
程
度

�

問
茨
城
県
産
婦
人
科
医
会

☎
０
２
９
‐
２
４
１
‐
１
１
３
０

流
産
・
死
産
な
ど
を

経
験
さ
れ
た
か
た
の

相
談

完
全
個
別
面
接
相
談

日
時
▼
第
３
日
曜
日　
午
前
10
時
～
午
後

１
時

場
所
▼
県
三
の
丸
庁
舎
（
水
戸
市
三
の
丸

１
‐
５
‐
38
）　

相
談
員
▼
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
（
グ
リ
ー
フ
専

門
士
）

費
用
▼
無
料　
申
込
方
法
▼
電
話

予
約
電
話
番
号
▼

☎
０
９
０
‐
２
２
８
２
‐
７
３
８
８

※
平
日　
午
前
９
時
～
午
後
３
時

電
話
相
談

日
時
▼
第
４
日
曜
日　
午
前
９
時
～
正
午

相
談
電
話
番
号
▼
（
予
約
不
要
）

☎
０
８
０
‐
１
０
４
４
‐
４
０
６
４

問
茨
城
県
産
婦
人
科
医
会

☎
０
２
９
‐
２
４
１
‐
１
１
３
０

8

お
し
ら
せ

コ
ー
ナ
ー

相
談

く
ら
し

茨
城
県
水
郡
線
小
中
学
生

団
体
利
用
促
進
補
助
金

対
象
▼
校
外
学
習
な
ど
で
水
郡
線
を
利
用

す
る
、
市
内
に
所
在
す
る
小
中
学
校
や
自

治
会
、
子
ど
も
会
な
ど
の
団

体
（
小
中
学
生
５
人
以
上
を

含
む
こ
と
）

※
引
率
者
も
対
象
で
す
。（
同

行
す
る
小
中
学
生
と
同
数
ま
で
）

補
助
額
▼
水
郡
線
区
間
の
運
賃
の
半
額

※
団
体
割
引
乗
車
券
を
利
用
す
る
場
合

は
、割
引
後
の
額
の
半
額
を
補
助
し
ま
す
。

申
請
方
法
▼
窓
口
受
付
、
郵
送

※
申
請
書
は
、
市
都
市
計
画
課
ま
た
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
取
得
で
き
ま
す
。
連
絡
い

た
だ
け
れ
ば
、郵
送
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

申
請
期
限
▼
令
和
８
年
２
月
27
日
㈮

※
予
算
の
状
況
に
よ
り
、
申
請
期
間
中
に

受
付
終
了
と
な
る
場
合
や
、
満
額
交
付
に

な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

制
度
に
関
す
る
こ
と

問
県
水
郡
線
利
用
促
進
会
議
事
務
局

（
県
交
通
政
策
課
内
）

☎
０
２
９
‐
３
０
１
‐
２
６
０
６

申
請
に
つ
い
て

�申
問
市
都
市
計
画
課
都
市
計
画
Ｇ

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１

〒
３
１
１
‐
０
１
９
２

福
田
１
８
１
９
‐
５



黙
と
う
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　
原
爆
が
投
下
さ
れ
た
広
島
市
と
長
崎
市

で
は
、
原
爆
死
没
者
の
ご
冥
福
と
世
界
の

恒
久
平
和
を
願
い
、
原
爆
投
下
時
刻
に
黙

と
う
が
行
わ
れ
ま
す
。ま
た
、８
月
15
日
は

「
戦
没
者
を
追
悼
し
平
和
を
祈
念
す
る
日
」

と
し
て
、全
国
で
黙
と
う
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
市
で
も「
核
兵
器
廃
絶・平
和
市
宣
言
」を

し
て
い
ま
す
。市
民
の
皆
さ
ん
も
、家
庭
や
事

業
所
で
黙
と
う
を
実
施
い
た
だ
け
ま
す
よ

う
、ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

黙
と
う
が
行
わ
れ
る
日
時
▼

⃝

８
月
６
日
㈬
午
前
８
時
15
分

⃝

８
月
９
日
㈯
午
前
11
時
２
分

⃝

８
月
15
日
㈮
正
午

問
秘
書
広
聴
課
秘
書
Ｇ

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１

８
月
は
児
童
扶
養
手
当
現
況

届
の
提
出
月
で
す

　
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い
る
か
た

に
現
況
届
を
郵
送
し
ま
す
（
７
月
下
旬
を

予
定
）。
現
況
届
の
提
出
が
な
い
と
、
11

月
分
以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り

ま
す
の
で
、
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
期
限
▼
８
月
29
日
㈮

※
現
況
届
が
届
か
な
い
か
た
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
こ
ど
も
課
子
育
て
支
援
Ｇ

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１

７月 11日号9

太
田
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

郵
送
に
よ
る
提
出
先

の
変
更
に
つ
い
て

　
申
告
書
、
申
請
書
お
よ
び
添
付
書
類
を

書
面
に
よ
り
提
出
す
る
場
合
の
提
出
先
が

変
更
さ
れ
て
い
ま
す
。ご
注
意
く
だ
さ
い
。

変
更
日
▼
７
月
10
日
㈭

送
付
先
▼
〒
３
０
５
‐
８
５
３
０

関
東
信
越
国
税
局
業
務
セ
ン
タ
ー
つ
く
ば

分
室
（
住
所
の
記
載
は
不
要
）

そ
の
他
▼
納
税
証
明
書
の
交
付
、
面
接
に

よ
る
相
談
、
現
金
に
よ
る
国
税
の
納
付
な

ど
の
窓
口
対
応
は
、
こ
れ
ま
で
と
同
じ
く

太
田
税
務
署
で
行
い
ま
す
。

問
太
田
税
務
署

☎
０
２
９
４
‐
72
‐
２
１
７
１

消
火
栓
機
能
調
査
を
通
年
で

実
施
し
て
い
ま
す

　
調
査
に
は
消
防
車
両
や
広
報
車
な
ど
で

出
向
し
、
道
路
上
な
ど
の
消
火
栓
を
調
査

す
る
場
合
は
、
調
査
中
の
安
全
を
確
保
す

る
た
め
、
一
時
的
に
皆
さ
ん
の
通
行
に
ご

迷
惑
を
お
か
け
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
消
火
栓
は
円
滑
な
消
火
活
動
を
行
う
た

め
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。
地
域
の
安

心
・
安
全
を
守
る
た
め
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

調
査
内
容
▼
吐
水
状
況
、水
圧
、開
閉
弁
の

作
動
状
況
、
周
囲
の
障
害
物
の
有
無
な
ど

問
市
消
防
本
部
警
防
課
警
防
Ｇ

☎
０
２
９
‐
２
９
５
‐
２
１
１
５

子
育
て
世
帯
・
新
婚
世
帯

マ
イ
ホ
ー
ム
取
得
を

応
援
し
ま
す

　

移
住
定
住
を
促
進
す
る
た
め
、
住
宅

ロ
ー
ン
を
利
用
し
、
市
内
に
初
め
て
住
宅

を
取
得
す
る
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
者
▼

◦
子
育
て
世
帯　
中
学
生
以
下
の
子
ど
も

と
同
居
し
て
い
る
世
帯

◦
新
婚
世
帯　
婚
姻
後
５
年
以
内
で
夫
婦

の
い
ず
れ
か
が
40
歳
以
下
の
世
帯

対
象
住
宅
▼
令
和
７
年
１
月
１
日
～
12
月

31
日
に
市
内
に
初
め
て
取
得
し
た
住
宅

※
対
象
者
、
対
象
住
宅
に
は
、
そ
の
他
要

件
が
あ
り
ま
す
。
申
請
方
法
を
含
む
詳
細

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

助
成
金
額
▼

◦
市
内
で
転
居
し
た
か
た　
　
　
10
万
円

◦
市
外
か
ら
転
入
し
た
か
た　
　
20
万
円

申
請
期
限
▼
令
和
８
年
３
月
31
日
㈫

問
政
策
企
画
課
地
方
創
生
Ｇ

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１

軽
自
動
車
税
用
住
所
証
明
書

を
廃
止
し
ま
す

廃
止
日
▼
令
和
７
年
９
月
26
日
㈮

※
住
民
基
本
台
帳
シ
ス
テ
ム
全
国
統
一
化

の
た
め

廃
止
後
に
軽
自
動
車
に
関
す
る
手
続
き

で
住
所
証
明
が
必
要
な
場
合

　
住
民
票
の
写
し（
１
通
３
５
０
円
）を
ご

使
用
く
だ
さ
い
。
本
人
お
よ
び
同
一
世
帯

員
以
外
が
窓
口
で
住
民
票
を
申
請
す
る
場

合
に
は
委
任
状
が
必
要
で
す
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
か

た
は
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
の

マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
で
も
１
通
３
０
０
円
で

取
得
で
き
ま
す
。

問
市
民
課
戸
籍
・
窓
口
Ｇ

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１

障
が
い
者
就
労
施
設

か
ら
の
調
達
方
針
を

策
定
し
ま
し
た

　
市
で
は
、
障
が
い
を
お
持
ち
の
か
た
の

経
済
面
で
の
一
助
と
す
る
た
め
、
障
が
い

者
就
労
施
設
か
ら
の
物
品
や
サ
ー
ビ
ス
な

ど
の
調
達
を
推
進
し
て
い
ま
す
。詳
細
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
社
会
福
祉
課
障
が
い
者
支
援
Ｇ

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１



10

催
し

県
が
保
育
の
お
仕
事
を

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

い
ば
ら
き
保
育
人
材
バ
ン
ク

　

希
望
の
条
件
に
合
う
求
人
を
案
内
し
、

就
業
後
ま
で
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。施
設
見

学
、
面
接
へ
の
ス
タ
ッ
フ
同
行
も
可
能
で

す
。

対
象
者
▼
保
育
の
お
仕
事
を
お
探
し
の
か

た
（
保
育
士
の
資
格
を
お
持
ち
で
な
い
か

た
も
含
む
）

※
ご
利
用
に
は
ユ
ー
ザ
ー
登
録（
無
料
）が

必
要
で
す
。
詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
▼
保
育
士
資
格
取
得
支
援
、
学
生

向
け
の
保
育
の
魅
力
発
信
イ
ベ
ン
ト
や
現

役
保
育
士
の
就
労
支
援
サ
ポ
ー
ト
な
ど
も

行
っ
て
い
ま
す
。

�申
問
い
ば
ら
き
保
育
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

水
戸
オ
フ
ィ
ス

☎
０
２
９
‐
３
５
０
‐
５
１
３
７

水
郡
線
定
期
券
利
用
者

割
引
優
待
制
度m

み
っ
け

ikke

　
水
郡
線
の
定
期
券
を
対
象
店
舗
で
提
示

す
る
こ
と
で
、
優
待
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

対
象
者
▼
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
か
た

⃝

水
郡
線
の
県
内
区
間
を
含
む
通
勤
定
期
券

ま
た
は
通
学
定
期
券
を
所
持
し
て
い
る
か
た

⃝

定
期
券
が
期
限
切
れ
で
な
い
か
た

⃝

定
期
券
記
載
の
名
義
人
本
人
ま
た
は
本

人
を
含
む
グ
ル
ー
プ

※
定
期
券
の
利
用
区
間
が
、「
上
菅
谷
～

勝
田
」「
下
館
～
常
陸
太
田
」「
磐
城
石
川

～
常
陸
大
子
」
な
ど
、
ほ
か
の
路
線
や
他

県
に
ま
た
が
る
区
間
で
も
、
県
内
の
水
郡

線
の
駅
が
含
ま
れ
て
い
れ
ば
対
象
で
す
。

対
象
店
舗
▼
34
店
舗
（
６
月
19
日
現
在
）

そ
の
他
▼
本
制
度
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る

事
業
者
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

※
詳
細
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

問
県
水
郡
線
利
用
促
進
会
議
事
務
局

（
県
交
通
政
策
課
内
）

☎
０
２
９
‐
３
０
１
‐
２
６
０
６

令和 7 年 10 月 1 日に国勢調査を実施します。国勢調査は、5 年に一度、全員参加の最も重要な統計調査です。

「
怒
鳴
ら
な
い
子
育
て
」

プ
ロ
グ
ラ
ム

期
日
▼
９
月
10
日
㈬・17
日
㈬
、10
月
１
日

㈬・８
日
㈬・22
日
㈬・29
日
㈬
、11
月
５
日
㈬

（
全
７
回
）

時
間
▼
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

場
所
▼
市
役
所（
本
庁
）２
０
２
会
議
室

対
象
者
▼
お
お
む
ね
小
学
生
以
下
の
お
子

さ
ん
を
お
持
ち
の
保
護
者

※
受
講
は
大
人
の
み
で
す
。

内
容
▼
子
ど
も
と
の
よ
り
良
い
関
わ
り
方

を
学
び
な
が
ら
、楽
し
く
子
育
て
が
で
き
る

よ
う
支
援
す
る
保
護
者
向
け
プ
ロ
グ
ラ
ム

講
師
▼
市
こ
ど
も
家
庭
支
援
員

定
員
▼
８
人
（
先
着
順
）

費
用
▼
無
料
（
資
料
代
を
含
む
）

申
込
方
法
▼
電
話

※
保
護
者
の
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
、

お
子
さ
ん
の
年
齢
を
明
示

申
込
期
間
▼
８
月
４
日
㈪
～
20
日
㈬

託
児
▼
希
望
者
は
、
申
込
時
に
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。（
２
歳
以
上
・
無
料
）

�申
問
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
（
家
庭
児
童

相
談
室
）

☎
０
２
９
‐
２
２
９
‐
３
５
１
１

臨
時
休
業

那
珂
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

休
業
日
▼
８
月
13
日
㈬
～
17
日
㈰

問
（公社）
那
珂
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
９
‐
２
９
５
‐
５
７
４
１

衛
生
セ
ン
タ
ー（
し
尿
処
理
施
設
）

休
業
日
▼
８
月
13
日
㈬
～
17
日
㈰

問
大
宮
地
方
環
境
整
備
組
合
衛
生
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
９
５
‐
52
‐
３
５
３
５
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那
珂
市
美
術
展
覧
会
・

作
品
募
集

期
間
▼
９
月
18
日
㈭
～
21
日
㈰

時
間
▼
午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
最
終
日
は
午
後
４
時
30
分
ま
で

場
所
▼
市
中
央
公
民
館
集
会
ホ
ー
ル

展
示
内
容
▼
絵
画
、
彫
塑
、
書
、
写
真

※
児
童
生
徒
（
書
道
連
盟
会
員
塾
生
）
の

作
品
も
あ
り
ま
す
。

展
示
作
品
を
募
集
し
ま
す

募
集
作
品
▼
各
部
門
と
も
１
人
１
点

⃝

絵
画（
水
墨
画
、
油
・
水
彩
画
）

　
15
号
以
内

⃝

彫
塑

　
高
さ
、
幅
、
奥
行
が
80
㎝
以
内

⃝

書　

　
縦・横
半
切
以
下
、額
ま
た
は
軸
装

※
横
書
き
は
仕
上
が
り
寸
法
を
明
記

⃝

写
真

　

�

半
切（
Ａ
３
）以
上
全
紙
以
内
、
額

ま
た
は
パ
ネ
ル

出
品
費
用
▼
１
点
に
つ
き
千
円

搬
入
日
時
▼
９
月
17
日
㈬
午
後
１
時

30
分
～
４
時
30
分

搬
出
日
時
▼
９
月
21
日
㈰
午
後
４
時

～
５
時

申
込
方
法
▼
郵
送（
は
が
き
）

※
住
所
、氏
名
、電
話
番
号
、申
込
作

品
の
大
き
さ
、題
名
、撮
影
場
所（
写

真
の
み
）を
明
記

申
込
期
限
▼
９
月
２
日
㈫

※
作
品
の
不
慮
の
事
故
に
つ
い
て

は
、
責
任
を
負
い
か
ね
ま
す
。

�申
問
市
文
化
協
会

⃝

美
術
の
部　
根
本
義
光

　
☎
０
８
０
‐
２
０
４
７
‐
４
１
２
６

　
〒
３
１
１
‐
０
１
０
５

　
菅
谷
４
５
２
５
‐
14

⃝

書
道
の
部　
萩
野
谷
一
成

　
☎
０
９
０
‐
７
０
１
９
‐
３
９
７
２

　
〒
３
１
９
‐
２
１
０
２

　
瓜
連
１
５
２
６
‐
１

⃝
写
真
の
部　
武
藤
富
行

　
☎
０
９
０
‐
４
１
２
３
‐
０
８
２
０

　
〒
３
１
１
‐
０
１
０
６

　
杉
１
４
３
０
‐
１

親
子
す
こ
や
か
宿
泊

研
修

日
時
▼
９
月
20
日
㈯
午
後
２
時
～
21
日
㈰

午
後
１
時

場
所
▼
水
戸
市
少
年
自
然
の
家
（
水
戸
市

全
隈
町
80
‐
１
）

※
現
地
集
合
、
現
地
解
散
（
遅
刻
・
早
退

は
で
き
ま
せ
ん
）

対
象
者
▼
全
日
程
参
加
で
き
る
、
母
子
家

庭
の
年
長
児
～
中
学
２
年
生
の
親
子

定
員
▼
50
人（
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

費
用
▼
一
世
帯
千
円

申
込
方
法
▼
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
郵
便

※
申
込
書
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
こ

ど
も
課
で
取
得
で
き
ま
す
。

申
込
期
限
▼
８
月
15
日
㈮

�申
問
（福）
茨
城
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

☎
０
２
９
‐
２
２
１
‐
７
５
０
５

FAX
０
２
９
‐
２
２
１
‐
８
６
１
８

〒
３
１
０
‐
０
０
６
５

水
戸
市
八
幡
町
11
‐
52

人
工
内
耳
友
の
会
Ａ
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ａ
茨
城
支
部

人
工
内
耳
の
日
記
念
講
演
会

日
時
▼
８
月
３
日
㈰
午
後
１
時
～
３
時
30
分

（
受
付
開
始　
午
後
０
時
30
分
）

場
所
▼
水
戸
市
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
館

２
階
大
研
修
室（
水
戸
市
赤
塚
１
‐
１
）

テ
ー
マ
▼
人
工
内
耳
が
も
た
ら
す
明
る
い

未
来

講
師
▼
西
山
信
宏
氏
（
東
京
医
科
大
学
病

院
聴
覚
・
人
工
内
耳
セ
ン
タ
ー
長
）

参
加
費
▼
無
料

※
要
約
筆
記
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
ル
ー
プ
あ
り

問
（一社）
人
工
内
耳
友
の
会
Ａ
Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ａ
茨
城

支
部
事
務
局　
川
口

☎
０
８
０
‐
６
６
６
９
‐
６
６
３
５

FAX
０
２
９
‐
３
５
７
‐
７
９
４
４

　

charo.no.m
am
a@
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募
集

防
火
標
語
作
品
募
集

応
募
方
法
▼
窓
口
受
付
、
郵
送

※
防
火
標
語
作
品
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢

（
学
校
名
・
学
年
）、
電
話
番
号
を
明
記

※
作
品
は
、
自
作
、
未
発
表
の
も
の
に
限

り
ま
す
。

応
募
期
限
▼
９
月
30
日
㈫
（
必
着
）

表
彰
▼
優
秀
作
品
を
表
彰
、
記
念
品
を
贈

呈
し
、
管
内
の
火
災
予
防
広
報
用
の
防
火

標
語
と
し
て
、
広
く
活
用
し
ま
す
。

�申
問
市
消
防
本
部
予
防
課
予
防
Ｇ

☎
０
２
９
‐
２
９
５
‐
２
１
１
４

〒
３
１
１
‐
０
１
０
５

菅
谷
６
５
１
‐
３

那
珂
の
歴
史
を
考
え
る
会
歴
史
講
座

那
珂
地
域
の
歴
史
の
謎
を
追
究
す
る
⑤

日
時
▼
８
月
17
日
㈰
午
後
１
時
30
分
～
３

時
30
分

場
所
▼
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
す
が
や

内
容
▼「
部
垂
の
乱
と
瓜
連
素
鵞
神
社
棟
札

の
意
味
を
明
ら
か
に
す
る
」

講
師
▼
高
橋
裕
文
氏
（
歴
史
学
博
士
）

定
員
▼
60
人

参
加
費
▼
３
０
０
円（
資
料
代
）

申
込
方
法
▼
電
話

　
問
那
珂
の
歴
史
を
考
え
る
会

☎
０
９
０
‐
１
５
５
９
‐
６
１
０
２

�申

自
衛
官
募
集

航
空
学
生
（
海
・
空
）

資
格
▼
次
に
該
当
す
る
高
卒
者
、
ま
た
は

高
専
３
年
次
修
了
者（
共
に
見
込
み
含
む
）

⃝
海
上
自
衛
隊

　
18
歳
以
上
23
歳
未
満
の
か
た

⃝

航
空
自
衛
隊

　
18
歳
以
上
24
歳
未
満
の
か
た

申
込
期
限
▼
８
月
29
日
㈮

一
般
曹
候
補
生
・
自
衛
官
候
補
生

資
格
▼
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
か
た

※
32
歳
の
か
た
は
一
部
条
件
あ
り

申
込
期
限
▼

⃝

一
般
曹
候
補
生　
９
月
２
日
㈫

⃝

自
衛
官
候
補
生　
通
年

問
自
衛
隊
茨
城
地
方
協
力
本
部
水
戸
募
集

案
内
所

☎
０
２
９
‐
２
２
６
‐
９
２
９
４

第
23
回
な
か
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

日
時
▼
８
月
９
日
㈯
午
後
１
時
30
分

（
開
場　
午
後
１
時
）

場
所
▼
総
合
セ
ン
タ
ー
ら
ぽ
ー
る
多
目
的

ホ
ー
ル

内
容
▼
器
楽
部
会
・
声
楽
部
会
加
盟
団
体

に
よ
る
発
表

出
演
団
体
▼
ハ
ー
プ
ス
タ
ー
ズ
、
コ
ー
ル

道
、文
化
箏
と
ピ
ア
ノ
と
二
胡
の
会
、那
珂

混
声
合
唱
団
、
Ｍ
Ａ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｕ
、
大
正
琴

孝
響
ハ
ー
モ
ニ
ー
、
那
珂
市
民
吹
奏
楽
団

入
場
料
▼
無
料

後
援
▼
市
、
市
教
育
委
員
会

問
市
文
化
協
会
声
楽
部
会
事
務
局　

大
森
☎
０
９
０
‐
６
９
３
５
‐
９
８
６
７

親
子
で
夏
休
み
森
林
体
験

日
時
▼
８
月
24
日
㈰
午
前
９
時
～
11
時
30
分

集
合
場
所
▼
古
徳
沼
白
鳥
見
学
者
駐
車
場

会
場
▼
平
野
の
ひ
の
き
林

内
容
▼
山
村
元
茨
城
大
学
教
授
に
よ
る
樹

木
説
明
、伐
採・
丸
太
切
り・
倒
木
の
け
ん

引
体
験
、
の
こ
ぎ
り
の
使
い
方

定
員
▼
12
組
（
先
着
順・１
組
３
人
ま
で
）

参
加
費
▼
１
組
３
０
０
円
（
国
土
緑
化
推

進
機
構「
緑
の
募
金
」に
寄
付
）

持
ち
物
▼
飲
料
、帽
子
、タ
オ
ル
、軍
手
、

（
で
き
れ
ば
長
シ
ャ
ツ
、ズ
ボ
ン
）な
ど

申
込
方
法
▼
電
話

申
込
開
始
日
▼
８
月
４
日
㈪
午
前
９
時

�申
問
な
か
自
然
の
会

岡
村
☎
０
９
０
‐
７
２
２
８
‐
２
５
５
６

12

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー

募
集

活
動
内
容
▼
日
常
生
活
の
範
囲
内
で
知
り

得
た
情
報
を
河
川
管
理
者
に
伝
え
る
こ
と　

任
期
▼
12
月
１
日
～
令
和
８
年
６
月
30
日

資
格
▼
那
珂
川
お
よ
び
支
川
（
藤
井
川
）

か
ら
お
お
む
ね
５
㎞
以
内
に
居
住
す
る
満

20
歳
以
上
の
か
た

募
集
人
数
▼
１
人

申
込
期
間
▼
８
月
１
日
㈮
～
９
月
30
日
㈫

※
申
込
方
法
な
ど
の
詳
細
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
国
土
交
通
省
常
陸
河
川
国
道
事
務
所

☎
０
２
９
‐
２
１
５
‐
９
１
４
３

高
校
生
が
描
い
た
ヒ
ロ
シ
マ

原
爆
の
絵
画
展

　
戦
後
・
被
爆
80
年
の
節
目
の
年
に
、
平

和
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

期
間
▼
８
月
１
日
㈮
～
３
日
㈰

時
間
▼
午
前
10
時
～
午
後
４
時

場
所
▼
市
立
図
書
館
１
階
展
示
コ
ー
ナ
ー

問
新
日
本
婦
人
の
会
那
珂
支
部

小
田
倉
☎
０
２
９
‐
２
９
５
‐
５
３
５
２



８月の休日当番医

茨城子ども
救急電話相談

＃ 8000
050‐5445‐2856

茨城おとな
救急電話相談

＃ 7119
050‐5445‐2856

救急電話相談（24 時間 365 日）

日 医療機関名 電話番号

３ 岡田クリニック 029‐
270‐8188

10 西山堂慶和病院 029‐
295‐5121

11 那珂クリニック 029‐
295‐9800

17 たに内科クリニック 029‐
229‐0721

24 なかむらクリニック 029‐
353‐2310

31 なかの杜セントラル
クリニック

029‐
229‐2391

▶那珂キッズクリニック小児科（小児科）
　３・17 日  　      ☎ 029‐212‐5630

▶時間　9：00 ～ 11：30
※必ず受診前に電話でご確認ください。

   医療情報ネット（ナビイ）
全国の医療機関・薬局の情報
を検索できます。

市役所　日曜開庁・木曜窓口延長
【日曜開庁】
時間／ 8：30～12：00、13：00～17：15
業務／住民票の写しの交付など
問市民課戸籍・窓口G　 ☎ 029‐298‐1111
【木曜窓口延長】
時間／ 17：15 ～ 19：30
対応課／�市民課、税務課、収納課、
 介護長寿課、社会福祉課、
 保険課、こども課

で
、民
間
企
業
、団
体
、国・地
方
公
共
団
体

に
お
け
る
職
務
経
験
を
３
年
以
上
有
す
る

次
の
か
た

Ａ�「
一
般
Ａ
」の
資
格
に
該
当
す
る
か
た

Ｂ�「
一
般
Ｂ
」の
資
格
に
該
当
す
る
か
た

第
１
次
試
験
▼
９
月
13
日
㈯

申
込
方
法
▼

申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム

共
通
事
項

申
込
期
限
▼
８
月
８
日
㈮
午
後
5
時

※
一
般
区
分
と
職
務
経
験
区
分
は
、
併
願

が
可
能
で
す
。

※
詳
細
は
、
県
警
察
官
採
用
案
内
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
県
警
察
本
部
警
務
課

☎
０
１
２
０
‐
３
１
４
‐
０
５
８

問
那
珂
警
察
署
警
務
課

☎
０
２
９
‐
３
５
２
‐
０
１
１
０

令
和
７
年
度

県
警
察
官

採
用
試
験（
第
２
回
）

一
般

区
分
・
資
格
▼

Ａ�

平
成
２
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
、

学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学（
短
期
大
学

を
除
く
）を
卒
業
、も
し
く
は
令
和
８
年

３
月
31
日
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
か
た
、

ま
た
は
人
事
委
員
会
が
こ
れ
と
同
等

と
認
め
る
か
た

Ｂ�

平
成
２
年
４
月
２
日
～
平
成
20
年
４
月

１
日
に
生
ま
れ
た
、「
一
般
Ａ
」の
学
歴

区
分
に
該
当
し
な
い
か
た

第
１
次
試
験
▼
９
月
21
日
㈰

申
込
方
法
▼

申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム

職
務
経
験

区
分
・
資
格
▼
令
和
７
年
６
月
30
日
現
在

コ
ー
ラ
ス
仲
間
募
集

　
童
謡
、
唱
歌
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝

ド
ラ
の
主
題
歌
な
ど
、
ジ
ャ

ン
ル
を
問
わ
ず
楽
し
み
な
が

ら
歌
っ
て
い
ま
す
。

期
日
▼
第
２・４
月
曜
日

時
間
▼
午
前
９
時
30
分
～
正
午

場
所
▼
高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー　

会
費
▼
月
２
千
円

申
込
方
法
▼
電
話

�申
問
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
ぞ
み

髙
木
☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
５
３
８

本
田
☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
７
０
１
６

７月 11日号13

令
和
８
年
度

県
立
農
業
大
学
校
入
学

生
募
集（
前
期
日
程
）

募
集
人
数
▼

⃝

農
学
科　
　
40
人

⃝

畜
産
学
科　
10
人

⃝

園
芸
学
科　
30
人

⃝

研
究
科　
　
10
人

願
書
受
付
期
間
▼
11
月
10
日
㈪
～
12
月
５

日
㈮

※
詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

問
県
立
農
業
大
学
校
入
試
事
務
局

☎
０
２
９
‐
２
９
２
‐
０
０
１
０

茨
城
町
長
岡
４
０
７
０
‐
１
８
６

令
和
8
年
度
県
立
日
立
産

業
技
術
専
門
学
院
生
募
集

募
集
訓
練
科
▼
金
属
ク
ラ
フ
ト
科
、
Ｐ
Ｃ・

Ｃ
Ａ
Ｄ
科
（
と
も
に
令
和
８
年
４
月
生
）

訓
練
期
間
▼
１
年
間

試
験
日
▼
８
月
27
日
㈬

試
験
内
容
▼
適
性
検
査
、面
接・書
類
選
考

受
付
期
間
▼

⃝

自
己
推
薦　

７
月
１
日
㈫

～
８
月
20
日
㈬

※
詳
細
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
電
話
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
▼
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
参
加

者
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

問
県
立
日
立
産
業
技
術
専
門
学
院

☎
０
２
９
４
‐
35
‐
６
４
４
９

日
立
市
西
成
沢
町
３
‐
９
‐
１
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高齢者の暮らしを支える高齢者の暮らしを支える「地域包括支援センター」「地域包括支援センター」
問介護長寿課高齢者支援Ｇ　☎ 029‐298‐1111

　地域包括支援センターは、65歳以上のかたの介護・健康・福祉の総合相談窓口です。
ご自身やご家族、地域のかたがたからの相談を受け、高齢者の皆さんが住み慣れた地
域で安心して暮らせるように、専門職が支援にあたります。
　ひとりで抱え込まず、お気軽にご相談ください。相談は無料です。秘密は厳守します。

▪どんなときに相談すればいいの？

地域包括支援センターって何？

　高齢者の住む地区の地域包括支援センターにご相談ください。上記以外のご相談も受け付けています。

神崎・菅谷地区のかた
地域包括支援センター青燈会
菅谷 605‐2
☎ 029‐295‐5288

五台・戸多・芳野地区のかた
地域包括支援センターゆたか園
後台 2045‐4
☎ 029‐295‐1287

額田・木崎・瓜連地区のかた
地域包括支援センターナザレ園
門部 4040‐2
☎ 029‐352‐2320

▪相談先は？

◦離れて暮らす親が心配
◦�介護サービスを利用させたい
が、どう手続きすれば良いか
分からない
◦�適切な介護の方法が分からな
いので、誰かに相談したい

◦�外出しなくなり、
　足腰が弱ってきた
◦�介護サービスを
　利用してみたい
◦�介護予防の教室に
　参加してみたい

ご自身 ご家族

◦�最近、物忘れが多くなってい
る高齢者がいて心配
◦�ひとり暮らしの高齢者が、今
後生活していけるか心配
◦�虐待されている高齢者がいる

地域のかた



情報掲示板 ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮまちの動き

●火災・救急件数【５月分】
　火災▶	 1 件（	 16 件）
　救急▶	 201 件（	1174 件）
※（　）は本年累計
問市消防本部　☎ 029‐295‐2111

●人口【６月１日現在】
　人口▶ 52,845 人	 （－	 25）
　　男▶ 25,954 人	 （－	 21）
　　女▶ 26,891 人	 （－	 4）
世帯数▶ 23,776 世帯	（	 0）
※（　）内は前月比　

今号の表紙

　今号の表紙は、昨年撮影した
ひまわり畑です。今年の見ごろ
にはライトアップも行いますの
で、ぜひ、お越しください。

●交通事故件数【５月末現在】
　人身事故▶	 32件
　負 傷 者▶	 39人
　死 	 者▶	 1人

問那珂警察署　☎ 029‐352‐0110
※交通事故・犯罪ともに本年累計

●犯罪件数【５月末現在】
　刑法犯認知件数▶	 111件
　　　住宅侵入窃盗▶	 5件
　　　自 動 車 盗▶	 1件
　　　車上ねらい▶	 7件
　　　自 転 車 盗▶	16件

見ごろ：見ごろ：
７月中旬～下旬７月中旬～下旬

７月 11日号15

広告掲載のお申し込みは、行財政改革推進室まで。　※広告の内容は、市が保証や推奨をするものではありません。

問総務課総務G　☎ 029‐298‐1111

市固定資産評価審査委員会委員が決定

　固定資産評価審査委員会委員の任期満了に伴い、新た
に高沢信委員を市議会の同意を得て選任しました。
　固定資産評価審査委員会は、市長とは独立した、中立
的・専門的な立場で、固定資産課税台帳に登録された価
格に関する不服を審査決定するための行政委員会です。

任期　令和７年７月１日～令和 10年６月 30日

那珂かぼちゃ出荷報告

問農政課農業振興G　☎ 029‐298‐1111

市特産品ブランド認証品についてはこちら▶

　６月９日、常陸農業協同組合および那珂地区かぼちゃ生産部会が、那珂かぼ
ちゃの初出荷を市長に報告しました。
　以前から変わらず品種は「みやこ」を使用し、今年も栗のようなホクホクと
した食感と、完熟した濃厚な甘みの那珂かぼちゃができ、県内外に出荷を始め
たとの報告を受けました。
　那珂かぼちゃは、贈答品としても人気が高い市特産品ブランド認証品です。

「那珂かぼちゃ」とは
「一

ひとつるいっか
蔓一果」で完熟採りしたブラン

ドかぼちゃです。ホクホクな食感と
濃厚な甘さ、色艶の良い美しい姿が
特徴です。6月から 7月までと出荷
期間が短く、出荷量が少ないため「幻
のかぼちゃ」と呼ばれています。



元 気 な 顔 ‼

GE
NKINAKA OH!!

問シティプロモーション推進室
☎ 029‐298‐1111

問商工観光課商工観光Ｇ　☎ 029‐298‐1111

髙橋 知
は る き

暉さん沼田 芽
め い

依さん

　このコーナーでは、市内にお住まい
の未就学のお子さんの写真を募集して
います。

応募はこちらから▶

なかひまわりフェスティバルと産業祭が合体した
新イベントが開催決定！３部構成で見どころUP!

第 1 部　那珂のひまわり畑
7 月中旬～下旬（予定）　なかLuckyFM公園周辺

開催日程

第 2 部　メインイベント
10月26日㈰　宮の池公園・宮の池公園通り

第 3 部　花火大会
11月22日㈯　なかLuckyFM公園

今年は
いぃ那珂
フェスティバル！

開花状況や詳細は
こちらから！

なかひまわりフェスティバルと産業祭の開催はありません。ご注意ください。
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